

　　(1) 作成の意義と目的
①　学校経営の全体構想における学校の教育目標、本年度の重点目標並びに外国語教育の本年度の指導の重点を踏まえ、適切に指導を実施する。
②　児童の実態に応じて題材を構成し、焦点化された目標を設定し、年間にわたって適切に配列することで、児童の発達に応じた指導を目指す。
③　高学年から「読むこと」「書くこと」を加えて総合的・系統的に扱う教科学習を行えるようにするとともに、中学校外国語科への接続を図る。
　　(2) 作成の手順と留意事項
①　学校の教育目標や外国語教育の指導の重点の具現化を図る計画であること。
※　外国語活動は３５時間、外国語科は７０時間を確保する。
②　外国語活動及び外国語科の年間指導計画において、指導の目標、指導内容、指導方法、指導体制、評価、使用教材、指導時数の配当等の基礎となること。
③　児童や地域の実態に応じて学校の創意工夫を生かすとともに、学年ごとの目標を適切に定める。
※　中学年の２学年間を通じて外国語活動の目標の実現を図るとともに、高学年の２学
年間を通じて外国語科の目標の実現を図るような計画とすること。（学習指導要領に
おいては、言語「英語」の目標が五つの領域別で示されており、学年ごとの目標は示
されていないため、各学校において学年ごとの目標を設定することになる。）
④　中学年における音声中心の外国語活動から「読むこと」「書くこと」を加えた高学年における外国語科の学習に円滑に接続できるような計画であること。
	作　 成 　の 　手 　順
	留　　　意　　　事　　　項

	１　自校の外国語教育の目標とそれに迫る本年度の外国語活動の指導の重点を設定する。
２  外国語活動及び外国語科の学年ごとの目標を設定する。
３　学年ごとの目標を達成するための主な活動と内容を設定する。
４　指導方法や指導体制などの指導の方針を設定する。
５　各教科、道徳科、特別活動及び総合的な学習の時間との関連を明らかにする。
６　評価の方針を具体化する。
	・　学習指導要領の外国語活動及び外国語科の目標や内容について共通認識を図り、本年度の外国語教育の重点目標を設定する。
・　児童の実態やこれまでの学習の状況から本年度の外国語教育の充実に迫る指導の重点を設定する。
・　外国語活動及び外国語科の目標を実現するために、児童の実態を考慮し、学年別に育てたい資質・能力を設定する。
・　児童の学習段階を考慮して各学年の主な活動と内容を設定する。
・　外国語活動及び外国語科の目標を達成するために、地域や学校の実態に応じて、効果的な指導方法や指導体制などの指導の方針を設定する。
・　各教科等で児童が学習したことを活用したり関連して指導したりする内容を明記する。
・　外国語活動及び外国語科の評価について、自校の目標をもとに、評価の方針（評価の観点・方法等）を明確にする。
・　学習指導要領解説　外国語活動・外国語編（小学校P168）「『外国語活動・外国語の目標』の学校段階別一覧表」及び各学校の実態を踏まえ、具体的な学習到達目標（CAN‐DOリスト）の設定に向けて方針を検討する。



  　　                    　　　　　　　　　　　
	    
	外国語教育の本年度の重点目標または指導の重点

	
	※　学習指導要領の外国語活動及び外国語科の目標や内容について共通認識を図り、本年度の 重点目標を設定する。
※　児童の実態やこれまでの学習の状況から本年度の外国語教育の充実を図る。


	    
	職員の研修

	
	※　中核教員（外国語教育担当）を中心とした校内推進体制を整備するとともに、教職員全体の研修を計画する。
※　文部科学省のYoutubeチャンネルmextchannel「外国語教育はこう変わる！」、国立教育政策研究所教育課程研究センターから出された「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料（小学校、中学校）」、学習指導要領（外国語活動、外国語）、県教育センターの「校内研修プラン」、「Let’s Try!」や 高学年で使用する教科書や教材等を活用する。
・【文部科学省のYoutubeチャンネルmextchannel「外国語教育はこう変わる！」】
（URL:https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/index_00004.htm）
・【福岡県教育センター「校内研修プラン」】
（URL:https://www.educ.pref.fukuoka.jp/html/menu.htm）
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	指導方法や指導体制
	
	
	
	

	
	他教科等との関連
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(1) 作成の意義と目的
①　外国語教育推進計画に基づき、学年ごとに、具体的な指導目標、指導内容、題材、指導方法、指導体制、評価、使用教材、指導時数の配当等を定めた年間の計画である。
②　指導目標と指導内容に即した言語活動を適切に配置し、効果的な指導を目指す。
③　指導方法等について自ら評価し、よりよい指導計画を目指す。
　　(2) 作成の手順と留意事項
①　外国語教育推進計画に基づき、効果的な指導が可能となるよう配慮すること。
②　中学年においては、外国語活動の内容を取り扱う。
※　令和６年度の第４学年の指導内容については、令和５年度の第３学年において取り
扱った内容及び取り扱わなかった内容を踏まえること。
③　高学年においては、外国語科の内容を取り扱う。
※　令和６年度の第６学年の指導内容については、令和５年度の第５学年において取り
扱った内容及び取り扱わなかった内容を踏まえること。

④　授業実践に活用されるものを作成すること。
	作　 成 　の 　手 　順
	留　　　意　　　事　　　項

	１　外国語活動及び外国語科の目標及び方策について共通理解を図る。
２　重点化・具体化された指導内　容を反映した題材／単元配列をする。
３　学年の指導計画に沿って題材／単元を配列する。
４　「評価の計画」を作成する。
	・　本年度の外国語活動及び外国語科の目標及び目標達成のための方策について共通理解を図る。
・　児童の実態を考慮して、指導内容のより具体的な重点化を図る。
・　「Let’s Try!」年間計画例等を参考にしながら指導計画を作成する。
・　他の教科等の学習内容との関連を考慮して題材を配列する。
・　５つの領域における観点別の評価の具体的な内容
（評価時期、評価場面、評価方法等）を計画する。
・　国が学習指導要領に定める指標形式の目標を踏まえ更に具体的な学習到達目標（CAN‐DOリスト）の設定に向けて準備する。




  ９－１　外国語教育推進計画





  ９－１　外国語教育推進計画








　※　児童の学習段階を考慮して各学年の主な活動と内容を設定する。





（例）外国の文化に興味を持ったり、意欲が高まったりする内容を選定する。


（例）日常の生活場面に応じた英語を聞いたり話したりしながら英語のゲームや会話を楽しむ。





（例）学級担任とALTやGT等との連携により効果を高める。


（例）外国語活動推進委員会が中心となり、カリキュラムやレッスンプランの充実を図る。


（例）デジタル教材の積極的な活用を図る。





（例）図画工作科で作成した作品を、ショー・アンド・テル（発表活動）の中で他の児童に紹介する活動を計画する。





※　文部科学省のYoutubeチャンネルmextchannel「外国語教育はこう変わる！」、国立教育政策研究所教育課程研究センターから出された「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料（小学校、中学校）」等を参照し、学習評価の進め方について共通理解を図る。


「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料（小学校、


中学校）」では、「学習評価の進め方」「単元の評価規準の作成のポイント」


「学習評価に関する事例」等が示されている。


具体的には、単元のまとまりの中で適切に評価を実施できるよう、単元の計画を立てる段階から、評価時期や場面、評価方法を考えておくことができるように、「指導と評価の計画」の例なども示されている。





  ９－２　外国語活動・外国語科年間指導計画





【外国語科において】


※　領域別（「聞くこと」「読むこと」「話すこと[発表][やり取り]」「書くこと」）の目標が明確に示されたことにより、その目標と関連付けられた学年ごとの「学習到達目標」を各学校において設定する必要がある。


【　小学校学習指導要領解説　外国語活動・外国語編　P123　】





※　外国語活動の年間指導計画の作成については、「Let’s Try!」の年間計画例（文部科学省ＨＰ）参照


※　評価については、文部科学省のYoutubeチャンネルmextchannel「外国語教育はこう変わる！」、国立教育政策研究所教育課程研究センターから出された「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料（小学校、中学校）」参照


※　パフォーマンス評価の具体例については、福岡県教育センターから平成30年に配付


された「校内研修プラン」の「H－２　外国語科の評価」参照（評価場面の動画あり）








